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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第68期

第１四半期連結
累計期間

第69期
第１四半期連結
累計期間

第68期

会計期間

自　平成22年
４月１日

至　平成22年
６月30日

自　平成23年
４月１日

至　平成23年
６月30日

自　平成22年
４月１日

至　平成23年
３月31日

売上高 (百万円) 19,904 22,137 93,859

経常利益 (百万円) 19 155 1,355

四半期（当期）純利益 (百万円) 42 97 849

四半期包括利益又は包括

利益
(百万円) 1 78 1,002

純資産額 (百万円) 5,234 6,051 6,054

総資産額 (百万円) 37,173 35,149 38,891

１株当たり四半期（当

期）純利益金額
(円) 1.59 3.74 32.37

潜在株式調整後１株当た

り四半期（当期）純利益

金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 13.2 16.6 15.0

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

３. 第68期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】
　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】
　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
(1）経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、３月11日に発生した東日本大震災により深刻な打撃を受け、

生産・流通が一時停止し、更に消費の自粛等により停滞が続きました。そして今なお原発事故に伴う健康被害や電

力供給に対する懸念は残り、また、海外の経済動向や円高の継続等、先行きは不透明で予断を許さない状況下にあり

ます。　

このような経済状況の中、当社グループは積極的な営業活動に努めてまいりました結果、セグメントにより状況

は異なるものの全体として増収増益の成果をあげることができました。

　当第１四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は221億37百万円（前年同期比11.2％増、22億32百万円増）、営業

利益は１億74百万円（同211.3％増、１億18百万円増）、経常利益は１億55百万円（同683.4％増、１億36百万円

増）、四半期純利益は97百万円（同130.2％増、55百万円増）となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（電機関連事業）

電機関連事業では、各種部品メーカー等の被災によりサプライチェーンが寸断され、主要仕入先においては電子

機器、空調機器等の受注・出荷停止を余儀なくされた時期もありましたが、それらの回復も早く、復旧需要に対する

販売が好調であったため、ほぼ前年並みの業績をあげることができました。

以上の結果、売上高は33億62百万円（前年同期比5.2％減）、セグメント利益は30百万円（同0.2％増）となりま

した。　

（機械関連事業）

農業施設事業においては、本州地区において大型ジュース製造設備が順調に受渡しとなり、業績に貢献しました。

また、機械設備事業においては食品製造機械を中心に好調に推移しました。

以上の結果、売上高は28億36百万円（前年同期比72.8％増）、セグメント利益は51百万円（前年同期はセグメン

ト損失△22百万円）となりました。

（資材・燃料関連事業）

建材事業では、震災に伴い公共・民間物件ともに工事の停止、また発注の遅れが影響し低調に推移しました。

燃料事業においては、震災の影響を受けながらも販売は順調に進み、ほぼ前年並みの業績となりました。

以上の結果、売上高は106億２百万円（前年同期比3.4％増）、セグメント利益は３百万円（同94.1％減）となり

ました。

（海運関連事業）

連結子会社のナラサキスタックス㈱においては、八戸港において一部設備が被災しましたが、東北地区港湾被災

に伴う海上輸送や保管の代替需要の影響もあり、業績は堅調に推移しました。　

以上の結果、売上高は45億31百万円（前年同期比12.1％増）、セグメント利益は１億19百万円（同55.9％増）と

なりました。　

　

なお、当社の連結業績は官公庁向け及び一般民需物件ともに第２四半期以降に売上が集中するため、四半期別の

業績には季節的変動があり、第１四半期の利益は低水準になる傾向があります。　

　

(2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は351億49百万円となり、前連結会計年度末に比べて37億41百万円の減少

となりました。主な要因は、受取手形及び売掛金の減少33億34百万円であります。

負債は290億98百万円となり、前連結会計年度末に比べて37億38百万円の減少となりました。主な要因は、支払手

形及び買掛金の減少23億74百万円、借入金の減少９億21百万円であります。

純資産は60億51百万円となり、前連結会計年度末に比べて３百万円の減少となりました。以上の結果、自己資本比

率は前連結会計年度末に比べて1.6ポイント増加し、16.6％となりました。

  

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。 

 

(4）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。  
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月10日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 26,628,000 同左　　

東京証券取引所

（市場第二部）

札幌証券取引所

単元株式数は

1,000株でありま

す。

計 26,628,000 同左　　 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成23年６月30日 ─ 26,628 ─ 2,354 ─ 619

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができませんので、直前の基準日である平成23年３月31日の株主名簿により記載しております。

①【発行済株式】

 平成23年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ─

議決権制限株式（その他） ─ ─ ─

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

　普通株式　　　45,000
― ─

完全議決権株式（その他） 　普通株式　26,490,000 26,490 ─

単元未満株式 　普通株式　    93,000 ― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数    26,628,000 ― ―

総株主の議決権 ― 26,490 ―

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が6,000株（議決権６個）含

まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式566株が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成23年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

ナラサキ産業株式会社

東京都中央区日本橋茅場

町一丁目１番３号
45,000 ―　 45,000 0.17

計 ― 45,000 ―　 45,000 0.17

（注） 上記のほか、連結財務諸表に自己株式として認識している信託銀行（従業員持株ＥＳＯＰ信託口、以下「信託

口」という）所有の当社株式が557,000株あります。これは、当社と信託口が一体のものであると認識し、信託口が

所有する当社株式を自己株式として計上していることによるものであります。

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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1 【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,023 4,614

受取手形及び売掛金 18,630 15,295

商品及び製品 500 649

原材料及び貯蔵品 29 36

その他 1,848 1,749

貸倒引当金 △183 △170

流動資産合計 25,848 22,174

固定資産

有形固定資産

土地 6,214 6,214

その他（純額） 3,034 2,992

有形固定資産合計 9,249 9,206

無形固定資産

その他 95 90

無形固定資産合計 95 90

投資その他の資産

その他 4,022 4,008

貸倒引当金 △324 △329

投資その他の資産合計 3,698 3,678

固定資産合計 13,042 12,975

資産合計 38,891 35,149
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 18,025 15,650

短期借入金 3,625 3,375

1年内返済予定の長期借入金 2,523 2,442

未払法人税等 229 64

賞与引当金 303 70

その他 1,018 993

流動負債合計 25,725 22,596

固定負債

社債 200 200

長期借入金 4,683 4,093

退職給付引当金 614 637

役員退職慰労引当金 231 192

特別修繕引当金 43 48

その他 1,337 1,330

固定負債合計 7,110 6,501

負債合計 32,836 29,098

純資産の部

株主資本

資本金 2,354 2,354

資本剰余金 1,289 1,289

利益剰余金 2,211 2,230

自己株式 △63 △61

株主資本合計 5,791 5,813

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 38 12

繰延ヘッジ損益 0 △0

その他の包括利益累計額合計 38 12

少数株主持分 224 225

純資産合計 6,054 6,051

負債純資産合計 38,891 35,149
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 ※
 19,904

※
 22,137

売上原価 18,134 20,272

売上総利益 1,770 1,865

販売費及び一般管理費 1,714 1,690

営業利益 56 174

営業外収益

受取利息 4 6

受取配当金 13 14

受取賃貸料 20 20

持分法による投資利益 2 5

その他 6 11

営業外収益合計 47 58

営業外費用

支払利息 60 52

その他 23 24

営業外費用合計 84 77

経常利益 19 155

特別利益

固定資産売却益 36 －

貸倒引当金戻入額 21 －

特別利益合計 57 －

特別損失

固定資産処分損 2 －

特別損失合計 2 －

税金等調整前四半期純利益 75 155

法人税、住民税及び事業税 44 46

法人税等調整額 △20 3

法人税等合計 24 50

少数株主損益調整前四半期純利益 50 105

少数株主利益 8 8

四半期純利益 42 97
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 50 105

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △47 △25

繰延ヘッジ損益 △1 △1

その他の包括利益合計 △49 △27

四半期包括利益 1 78

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △4 70

少数株主に係る四半期包括利益 6 7
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１　偶発債務

 　当社が建設機械を売却したリース会社に対して、リース会社の有する債権について保証をしております。　

　
前連結会計年度

（平成23年３月31日）
　
　

当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

売却件数（98件） 837百万円 売却件数（90件） 732百万円

　 なお、上記の保証については、販売機械が実質的な担保になっております。

　

２　受取手形裏書譲渡高　

　
前連結会計年度

（平成23年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 78百万円 74百万円

　

３　手形債権流動化に伴う買戻し義務額

　
前連結会計年度

（平成23年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

手形債権流動化に伴う買戻し義務額 377百万円 295百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　売上高の著しい季節的変動

　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自

平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

　当社グループにおける官公庁向け及び一般民需物件の売上高は、第２四半期連結会計期間及び第４四半期連結

会計期間に集中するため、四半期連結会計期間の売上高には季節的変動があります。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりでありま

す。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 105百万円 100百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成22年５月14日

取締役会
普通株式 利益剰余金 26 1 平成22年３月31日平成22年６月10日

  

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成23年５月13日

取締役会
普通株式 利益剰余金 78 3 平成23年３月31日平成23年６月10日

（注）平成23年５月13日取締役会決議の配当金の総額には、従業員持株ＥＳＯＰ信託に対する配当金１百万円を含めて　

おりません。

  

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

　

電機　　　　

関連事業　

　　

機械　　　　

関連事業　

資材・燃料

関連事業　　

海運　　　　

関連事業　

　

その他　　

(注)１
合計　　　

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書　

　計上額

(注)３　

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 3,5471,64110,2524,044 419 19,904 － 19,904

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 17 129 2 － 148 △ 148 －

計 3,5471,65810,3814,046 419 20,053△ 14819,904

セグメント利益又は

セグメント損失(△)　
30 △ 22 52 76 △ 27 109 △ 53 56

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設機械関連事業などを含

んでおります。　

２　セグメント利益の調整額には、各セグメントに配分していない全社費用△55百万円、セグメント間取引

消去額2百万円が含まれております。　

３　セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

電機　　　　

関連事業　

　　

機械　　　　

関連事業　

資材・燃料

関連事業　　

海運　　　　

関連事業　

　

その他　　

(注)１
合計　　　

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書　

　計上額

(注)３　

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 3,3622,83610,6024,531 804 22,137 － 22,137

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 0 146 2 － 148 △ 148 －

計 3,3622,83610,7484,533 804 22,286△ 14822,137

セグメント利益又は

セグメント損失(△)　
30 51 3 119 △ 1 203 △ 28 174

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設機械関連事業などを含

んでおります。　

２　セグメント利益の調整額には、各セグメントに配分していない全社費用△31百万円、セグメント間取引

消去額2百万円が含まれております。　

３　セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 1円59銭 3円74銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（百万円） 42 97

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 42 97

普通株式の期中平均株式数（千株） 26,580 26,038

（注１）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注２）　当社では、従業員持株ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式を四半期連結財務諸表において自己株式として計上

しているため、上記の1株当たり四半期純利益金額の算定に用いられた前第１四半期連結累計期間及び当第１

四半期連結累計期間の「普通株式の期中平均株式数」は、当該株式数が控除されております。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成23年５月13日開催の取締役会において、平成23年３月31日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、

第68期の期末配当を行うことを決議しました。

　

　期末配当による配当金の総額　　　　　78百万円

　１株当たりの金額　　　　　　　　　　３円

　効力発生日　　　　　　　　　　　　　平成23年６月10日 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年８月４日

ナラサキ産業株式会社

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任
社員
業務執行社員

 公認会計士 江　　口　　泰　　志　　印

 

 
指定有限責任
社員
業務執行社員

 公認会計士 定　　留　　尚　　之　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているナラサキ産業株

式会社の平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２３年４月

１日から平成２３年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２３年４月１日から平成２３年６月３０日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ナラサキ産業株式会社及び連結子会社の平成２３年６月３０日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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